
 
第２回 国際標準化対応支援委員会／運営委員会 国際会議報告書 

 

資料 No. ＜SC3D関係＞国際会議報告書 

2-3／SC3D-① SC3D/WG2「電子部品のデータ要素」フランクフルト国際会議報告書20080609-20080611 

資料 No. ＜SC48B関係＞国際会議報告書 

2-3／SC48B-① SC48B「コネクタ」ブルージュ国際会議報告書20080414-20080416 

資料 No. ＜TC62&SC62A関係＞国際会議報告書 

2-3／SC62A-① TC62「医用電気機器」 ニュージランド オークランド国際会議報告書20080417 

2-3／SC62A-② 
SC62A「医用電気機器 共通事項」ニュージランド オークランド国際会議報告書

20080407-20080414 

2-3／SC62A-③ SC62A/MT23「共通事項：EMC」フランス パリ国際会議報告書20080407-20080411 

2-3／SC62A-④ SC62A/JWG7「ITネットワーク機器のリスクマネジメント」イエーテボリ国際会議

20080531-20080602 

資料 No. ＜SC62D関係＞国際会議報告書 

2-3／SC62D-① 
SC62D/MT22「医用電子機器／診断用及び患者モニタ用医用電子機器」フランクフルト国際会議報告

書20080218-20080222 

2-3／SC62D-② SC62D「医用電子機器」オークランド国際会議20080415 

2-3／SC62D-③ SC62D/MT17「医用電子機器／高周波手術器」オークランド国際会議20080408-20080410 

2-3／SC62D-④ SC62D/JWG10「医用電子機器」ワシントン国際会議20080423-20080425 

資料 No. ＜TC80関係＞国際会議報告書 

2-3／TC80-① 
TC80/WG14「固定局／航法支援 AIS」ドイツ ハンブルグ国際会議報告書 20080310-20080314（再

提出） 

2-3／TC80-② TC80/WG13「航海関連情報表示」英国 ロンドン国際会議報告書20080310-20080312（再提出） 

2-3／TC80-③ 
TC80/WG4A「GNSS（全地球的航法システム）」ノルウェー トロンハイム国際会議報告書

20080415-20080416 

2-3／TC80-④ TC80/WG7A「電子海図装置（ECS）」米国 サンディエゴ国際会議報告書20080506-20080508 

資料 No. ＜TC91関係＞国際会議報告書 

2-3／TC91-① TC91/Secretary Training「電子実装技術」シンガポール国際会議報告書20080410 

2-3／TC91-② TC91/WG2「電子実装技術」アトランタ国際会議報告書20080522 

2-3／TC91-③ TC91/WG3「電子実装技術」アトランタ国際会議報告書20080521-20080522 

2-3／TC91-④ TC91/PT62486「電子実装技術」アトランタ国際会議報告書20080521 

資料 No. ＜TC100関係＞国際会議報告書 

2-3／TC100-① 
TC100「オーディオ、ビデオ、マルチメディアシステム及び機器/運営諮問会議」バンコク国際会議報

告書20080424  

2-3／TC100-② 
TC100「オーディオ、ビデオ、マルチメディアシステム及び機器/戦略問会議」バンコク国際会議報告

書20080423-20080424 

2-3／TC100-③ 
TC100/PT61606-3「デジタルオーディオ測定方法 パート3プロフェショナル用途」アムステルダム国

際会議報告20080518 

2-3／TC100-④ 
TC100/PT62574「オーディオ用ゼネラルチャネルアサインメント」アムステルダム国際会議報告書

20080518 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 No. ＜TC100/TA1関係＞国際会議報告書 

2-3／TC100TA1-① TC100/TA1「STB 消費電力測定方法アドホック会議 」バンコク国際会議報告書20080422 

資料 No. ＜TC100/TA4関係＞国際会議報告書 

2-3／TC100TA4-① 
TC100/TA4「MT 60958-3 デジタルオーディオインタフェース民生用」アムステルダム国際会議報告

書20080518 

資料 No. ＜TC100/TA5関係＞国際会議報告書 

2-3／TC100TA5-① TC100/TA5「TA5、PT60728-13、MT60728-6、MT60728-1 」トリノ国際会議報告書20080513-20080516 

資料 No. ＜TC110関係＞国際会議報告書 

2-3／TC110-① 
TC110/WG2「フラットパネルディスプレイ／液晶グループ」ロサンゼルス国際会議報告書

20080523-20080524 

2-3／TC110-② 
TC110/WG4「フラットパネルディスプレイ／プラズマディスプレイグループ」ロサンゼルス国際

会議報告書20080523-20080525 

2-3／TC110-③ 
TC110/WG5「フラットパネルディスプレイ／有機ELディスプレイグループ」ロサンゼルス国際会

議報告書20080517-20080518 

資料 No. ＜CISPR関係＞国際会議報告書 

2-3／CISPR-① CISPRI/WG2「マルチメディア機器等に関するEMC」ミラノ会議報告20080507-20080508 

資料 No. ＜SC31関係＞国際会議報告書 

2-3／SC31-① SC31/WG3/SG1「自動認識及びデータ取得技術」ウィーン国際会議報告書20080407-20080409 

2-3／SC31-② SC31、WG2、WG4「自動認識及びデータ取得技術」トロント国際会議報告書20080602-20080606 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／SC3D-①（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 6 月 16 日 

（報告者記載）予算番号：H20SC3D① 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 南野 典子  報告書作成者氏名： 南野 典子 （会社名）（株）東芝  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0065 東京都千代田区西神田3-2-1（千代田ファーストビル南館）  Tel：03-5275-7259 Fax：03-5212-8122 
                                      (TSC-06様式 2008.1) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) SC3D (半角) 

 

SC3D/WG2 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 電子部品のデータ要素 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 6 月 9 日 ～  2008 年 6 月 11 日 
開 催 場 所 （国名）ドイツ （都市名）フランクフルト 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ Reinhard Nerke 幹事国 ドイツ 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
3ヶ国、主な国名 ドイツ、オランダ、日本、参加人数（6） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○南野 典子（東芝）、 村山 廣（東芝） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 欧米及び日本での電子カタログ辞書データモデルとして広く参照されているIEC61360について審議を行うIEC SC3D/WG2に
出席し、IEC側から日本の意見反映を行った。今回はIEC61360-1 Ed.3およびIEC61360-2 Ed.3のCDV投票が直前（4月と5
月）に終了したことから、両規格のコメント解決を中心に行った。Part1には日独蘭英からコメントがあり、IEC CDD（電気電子
分野辞書の電子管理版）の定義記述ルールの明確化、データ型の拡張、代替単位、データベース出版としての版管理について議論

が行われた。Part2については、コメントは日本からのみで、日本から出したコメントの共有認識が行われ、ISOとのダブルロゴ
規格であることからIECだけでは解決できないため、IECの意見としてISO側に働きかけていくことになった。その他、辞書の
品質向上のために現幹事が起草しているQuality Guideなどに対しても日本からのコメントを提出、採用された。Quality Guide
は8月を目処にINF文書として発行される予定であり、今回のPart1などの審議内容も含め、辞書の提案品質を高めるものとして
利用される。また、辞書がデータベース化されたことによるライセンスの扱いについて議論が進められているが、提案者の権利が

どこまで守られるかも注意が必要である。 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／SC48B-①（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2007 年 6 月 16 日 

（報告者記載）予算番号：H20SC48B① 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 河合 徹  報告書作成者氏名： 河合 徹 （会社名）日本航空電子工業株式会社  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0065 東京都千代田区西神田3-2-1（千代田ファーストビル南館）  Tel：03-5275-7259 Fax：03-5212-8122 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) SC48B (半角) 

 

SC48B/WG3 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
SC48B/WG5 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） コネクタ 
SC48B/WG6 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 4 月 14 日 ～  2008 年 4 月 16 日 
開 催 場 所 （国名）ベルギー （都市名）ブルージュ 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ WG3:G.Weking/WG5:D.Jooren/WG6:U.Blosfel

d 

幹事国 アメリカ 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
10ヶ国、主な国名 ｱﾘﾒｶ、ﾄﾞｲﾂ、ｲｷ゙ ﾘｽ、ﾌﾗﾝｽ、ｲﾀﾘｱ、ｽｲｽ、ｵﾗﾝﾀﾞ、ﾃ゙ ﾝﾏ ｸー、ﾍ ﾙ゙ｷ゙ ｰ、日本、参加人数（25） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○小島槇雄、○佐藤賢一(ﾋﾛｾ電機)、○河合徹(日本航空電子) 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 1. WG3(コネクタ) 
(1) 61076-2-107 Ed1.0、電気・光ハイブリッドコネクタ：SC48B/WG3と SC86B/WG6との JPT(Joint Project Team)による
IEC/PASが48B/1828/RVNにて承認され、CDが近日中に発行予定である。 
(2) 60603-7-41及び-51、RJ45(500MHzモジュラージャック) ：フランスNCからSC48B/1766/CDに関連するメーカーが知的財
産権について開示しない意向である事が報告された。PLはSC48Bセクレタリーに対してこの問題解決のための対応を依頼した。 
(3) 61984 Ed 2.0、コネクタ安全規格（旧VDE 0627）：48B/1755/CDVは48B/1838/RVCにて承認され、FDISとして近日中に発
行予定である。 

2. WG5(試験法) 
(1) 60512-X-X Ed1.0、Whisker test：日本提案(48B/1884/NP)のプレゼンテーションを行い、規格化の背景、ウィスカ発生メカニ
ズム、試験法等について説明しコネクタのウィスカ試験法規格化の必要性を訴えた。一方ドイツから日本提案の適用範囲、試験法

の再現性等を主なポイントに反論のプレゼンテーションがあった。他メンバーから本件は、TC91又はTC111にて扱うべきではな
いかとの意見が出され長時間の議論となった。WG5コンベナーはTC91又はTC111との情報交換の必要性があるとの考えを示し
た。 
３. ＷＧ６(接続技術) 

(1) 60352-8、Compression mount connections：日本提案(48B/1789/CD)に対するコメント(48B/1789/CC)に基づき、修正された
2nd CDを近日中に提出する予定。また前回のプラハ会議にて本規格案を"コンプレッションマウント接続法"と"コネクタ製品規格"
に分割することが決定されたが、日本としてはコネクタ製品規格については規格化の意志がないことを表明した。 
(2) 60352-5、Press-in connections：48B/1805A/FDISの投票締切後に、イタリアから提出されたコメントの取扱いについて議論
し、コメント内容の重要性からMCRにより早急に変更処置することが承認された。合わせて新規に開発された径の細いプレスイ
ンポストについても対応できるようテクニカルな改訂も検討すべきとの提案が出され、メンバー全員にてその必要性について検討

することとなった。  



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／SC62A-①（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 6 月 2 日 

（報告者記載）予算番号：H20SC62A① 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 市川義人  報告書作成者氏名： 内藤正章 （会社名）日本光電工業㈱  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0065 東京都千代田区西神田3-2-1（千代田ファーストビル南館）  Tel：03-5275-7259 Fax：03-5212-8122 
                                      (TSC-06様式 2008.1) 

 
 
 
 
 
 
 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA)  TC 62     (半角) 

 

TC 62 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 医用電気機器 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 4 月 17 日 ～  2008 年4 月17 日 
開 催 場 所 （国名）ニュージランド （都市名）オークランド 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ Dr. Godinez 幹事国 ドイツ 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
13ヶ国、主な国名 米、ドイツ、韓国、日本など、参加人数（50） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○佐久間一郎（東京大学）、内藤正章（日本光電）、岸本眞治（日立メディコ） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 背景：TC 62全体会議及びSC会議は通常1年半ごとに開催されている。 
 目的：活動全体の課題、各SCからの問題点などの解決を図ること、活動状況に確認、及び新たな活動方向を模索すること。 
 成果：議論の結果、６つのResolutionを採択した。 

主なもの①“IEC 60601-1:2005第三版のAmendment 1を早急に開始すること。 
②新しい規格への移行期間について、３－５年とし、TC62のpolicy statementに入れる  
③他のSCに影響するNP,CDおよびメインテナンスの手順を改定した。提案内容と異なる結論となったので、この手順
は各国の投票のかけることとなった。 
④Normative referenceにリストされる規格の発効年表示に関する記載を一部変更する。 
前回のデルフト会議以降の各SCの活動状況の確認がなされた。 
カプセル内視鏡の規格化が新たに始まる予定である。 

 問題点：2005年12月に発行されたIEC 60601-1第三版に関して、問題点（すでに100項目指摘）、リスクマネジメントの問題
及び基本性能に対する考えの不統一など、今後早急に解決していかなければならない。 

次回会議：2009年6月15日の週、ブリュッセル 
 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／SC62A-②（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 6 月 2 日 

（報告者記載）予算番号：H20SC62A① 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 市川義人  報告書作成者氏名： 市川 義人 （会社名）オリンパスメディカルシステムズ㈱  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0065 東京都千代田区西神田3-2-1（千代田ファーストビル南館）  Tel：03-5275-7259 Fax：03-5212-8122 
                                      (TSC-06様式 2008.1) 

 
 
 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA)  SC 62A     (半角) 

 

SC 62A ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 医用電気機器 共通事項 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 4 月 7 日 ～  2008 年 4 月 14 日 
開 催 場 所 （国名）ニュージランド （都市名）オークランド 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ L. Knuncy 幹事国 オーストラリア 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
16ヶ国、主な国名 米、ドイツ、韓国、日本など、参加人数（49） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○市川義人（オリンパスメディカルシステムズ）、佐久間一郎（東京大学）、内藤正章（日本光電） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 背景：SC 62A全体会議は通常1年半ごとに開催されている。 
 目的：活動全体の課題、各WG,MT,JWGからの問題点などの解決を図ること、活動状況に確認、及び新たな活動方向を模索す

ること。 
 成果：議論の結果、９つのResolutionを採択した。 

主なものは、 
①IEC 60601-1:2005第三版のAmendment 1を早急に開始すること。 
②IEC 60601-1-6 第３版の作成を開始し、IEC 62366へブリッジさせる。  
③IEC 60601-1：2005で多用しているリスクマネジメントの曖昧さの問題に対応するため、WG15がOverviewを９ヶ月
以内に作成する。2009年9月まっでにSC62Aセクレタリは適切なフォームで回付する。 
④SC62AはJWG３からの要望、IEC 80002 （ソフトウエアへのリスクマネジメント）をTSからTRに変更することを
了承した。 
MT23からのEMC安全規格と一般性能規格の一本化の提案がされた。議論の結果明確な方向付けはされなかったが、規
格の原案とともにNWIPを出す方向になった。 
その他JWG1,MT17個別会議にも参加。 

 問題点：WG14一般規格の試験、WG15が作成予定のOverview、JWG1のホワイトペーパーと３箇所んでリスクマネジメント
を扱っているため、これらの整合ができるかが懸念。 

次回会議：2009年6月15日の週、ブリュッセル 
 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／SC62A-③（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 5 月 8 日 

（報告者記載）予算番号：H20SC62A③ 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 市川 義人  報告書作成者氏名：パナソニック四国エレクトロニクス（株）（会社名）冨沢修幸  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0065 東京都千代田区西神田3-2-1（千代田ファーストビル南館）  Tel：03-5275-7259 Fax：03-5212-8122 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) 62A/MT23 (半角) 

 

SC62A/MT23 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 共通事項：EMC 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 4 月 7 日 ～  2008 年 4 月 11 日 
開 催 場 所 （国名）フランス （都市名）パリ 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ アメリカ 幹事国 アメリカ 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
5ヶ国、主な国名 アメリカ、ドイツ、スウェーデン、フランス、日本、参加人数（9） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○ 中田 和成 （（株）東芝）、○ 冨沢 修幸 （松下電器産業（株）） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 1. 背景と目的 
1)結合規格IEC 6XXXXおよびエミッション、イミュニティ要求事項への日本コメント・提案の審議 
2)結合規格IEC 6XXXXの審議 

  2. 審議結果 
  1)3日間に亘り審議を行い、下記回答となった。本回答について国内委員会に報告、再度検討することとした。 
      (1)結合規格IEC 6XXXXへの方針変更について投票実施の提案へのMT23回答 
        安全規格と性能規格を結合した結合規格IEC 6XXXXはIEC 60601-1-2第四版から安全に関する事項のみ 

参照する方法をとることによりIEC 60601-1第三版、IEC 60601-1-2第四版の適用範囲、要求範囲を超えず 
62A/509/DCで承認されたアプローチから逸脱しない。結合規格のCD作成後、NWIPとして各国国内委員会 
は投票する機会を持つことになる。 

      (2)性能規格の開発中止または延期の提案へのMT23回答->以下理由により却下 
        EMI問題は世界中で発生し続けており、ワイヤレス機器・無線通信技術の発達・普及によりイミュニティは 

ME機器の安全のため必要である。さらにISO 16142、MDDおよび他の国の法規において性能の必要性が 
求められている。 

      (3)安全規格のイミュニティテストレベルの引き上げ禁止提案へのMT23回答->以下理由により却下 
    ワイヤレス機器・無線通信技術の発達・普及した医療環境に対して存在するかもしれない電磁レベルで安全で 
    なければならない。 
      (4)単一故障状態の要求事項の削除提案へのMT23回答->以下理由により却下 
    単一故障は、製品安全を保証するためにリスクマネジメントプロセスの中で考えられなければならない。 

2)結合規格IEC 6XXXXのエミッション章の審議 
    定格入力電流が一相当たり16Aから75Aで商用電源系に接続する機器の電圧変動・フリッカ要求に 

IEC 61000-3-11、高調波ひずみの要求事項にIEC 61000-3-12を追加。 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／SC62A-④（事務局記入） 
  IEC活動推進委員会 御中                  提出日： 2008 年 6 月 5 日 

（報告者記載）整理番号：H20SC62A⑫  
 

IEC 国際会議出席報告書 
   
TC/SC/TA担当委員名： 市川義人  報告書作成者氏名： 神谷正樹 （会社名）東芝メディカルシステムズ(株)  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に TC/SC/TA担当委員経由で、IEC活動推進委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 

 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) SC 62A (半角) 

 

JWG7 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 
ITネットワーク機器のリスクマネ
ジメント       ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 

      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 5 月 31 日 ～  2008 年 6 月 2 日 
開 催 場 所 （国名）スウェーデン （都市名）イエーテボリ 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ Sherman Eagles / Todd Cooer 幹事国 スウェーデン 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
5ヶ国、主な国名 米国、ドイツ、英国、韓国、スウェーデン、日本、参加人数（35） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○神谷正樹（東芝メディカルシステムズ） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 [背景・目的]  
・今回は、先に送付された1CDに対するComment Resolution が目的であり、次の2CDに対する進め方を議論する。 
・なお、JWG4との合同開催であり、JWG7会議に先立って、ISO TC215/WG4, CEN WG3とのメンバを含めて、ISO29321, 29322に関して議
論された。ISO 29321、29322自体は、WG4での議論となる。 
 [議事・内容] 
１．1CDに対する議事の前に下記の説明・議論がなされた。 
1.1 FDA Medical Device Data System classification rule について 

FDA Brian Fitzgerald氏からFDAでのMedical Device Data System についてのClasssification ruleについての提案があった。PACSなどの 
electric data trsanfer / storage / display / conversion などを満たす装置（Medical Device Data System）を従来のClass3からClass1として扱うと
いう内容。ただし、まだコメント募集中であり、提案段階。 
1.2 Medical Device Security Guidance 
 FDA Brian Fitzgerald氏から、Security Guidance に関する問題提起がなされた。 
本件は、2CDに対し、内容を盛り込むべくSub Groupをつくりドラフトを作成することとなった。 
２．Comment Resolution 
下記のカテゴリに分けてComment resolution を行った。 

2.1 Scope, Responsible Organization 
  本規格の対象から Home User（家庭でのモニタリング等）を含むTelemediceを外す。 
2.3 Network classification 
 Network Classificationによって、RiskManagementも異なる旨をドイツから提案され、2CDに内容を盛り込むこととなった。ドイツ主体の
サブグループで2CDに盛り込むべくドラフトを作成予定。 

2.4 Relatgionship to other standard 
 1CDでは、ISO 14971は、"Normative Reference"として定義されていたが、討議の結果、"Normative Reference"の扱いにはせず、"Informative 

Reference"扱いとすることとなった。 
［今後の予定］ 
・IS化までのスケジュールの見直しがされた。見直し後のスケジュールは以下の通り。 

2CD   2008/10、1CDV     2009/7、FDOS   2010/8、IS         2010/12 
2008/9/22 - 24 米国シカゴ（未定）にて、2CDのドラフト作成のためのJWG7合同委員会を開催予定。 
次回合同委員会（2008/9/22）までに、Security、NetworkClassification に関して2CDに盛り込むためのドラフトをサブグループ（英国、ドイツ
を主体とするサブグループ）にて作成する予定。 
以上 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／SC62D-①（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 3 月 31 日 

（報告者記載）整理番号：H19SC62D⑪ 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 内藤正章  報告書作成者氏名： 中谷 敬 （会社名）日本光電工業株式会社  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) SC62D/MT22 (半角) 

 

SC62D/MT22 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
     ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 
診断用及び患者モニタ用医用 
電子機器       ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 

      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 2 月 18 日 ～  2008 年 2 月 22 日 
開 催 場 所 （国名）ドイツ （都市名）Frankfurt 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ Klaus Neuder 幹事国 ドイツ 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
3ヶ国、主な国名 ドイツ、アメリカ、日本、参加人数（6） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

  ○ 中谷 敬(日本光電工業株式会社)、 ○ 乾 清（フクダ電子株式会社） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 1 目的 
MT22は、モニタ・診断機器（心電計、脳波計）に関するIEC国際規格の改定を担当している。2005年に大改訂された安全通
則 IEC 60601-1:2005 第3版に対して、担当する個別規格との整合性を取る改定をしている。現在、昨年発行されたCommittee 
Draft（CD）の審議を行い、Committee Draft for Vote(CDV)を作成する作業を行なっている。2007年12月に次ぐ今回の会議で
は、次の規格案の審議を行った。心電計規格に関しては、前回の会議で審議はほとんど終了している。 
・IEC 60601-2-23  経皮ガス分圧モニタ ・IEC 60601-2-26 脳波計 ・IEC 60601-2-27 心電図モニタ  
・IEC 60601-2-34 観血式血圧モニタ    ・IEC 60601-2-49 多機能モニタ 
経皮ガス分圧モニタ、脳波計規格のCDは、今回初めて審議した。他のモニタに関する3規格は、前回審議で基本的な修正の方
針が出た部分を具体的に修正する作業を行なった。 

2 討議内容 
すべての規格案（CD）の審議を終了し、2008年6月にCDVを発行することになった。日本からの修正要求が通らなかったも
のについては、CDVコメントで対応していきたい。 
(1) 前回の会議で問題になった基本性能(Essential performance)の規定は変更できなかった。しかし、これらの基本性能のすべてを
EMCの immunity試験下で実施しなくてもよいという修正が、各規格のEMC要求事項に盛り込まれた。 
(2) モニタのアラーム規定については、副通則IEC 60601-1-8と異なる規定が盛り込まれた。結果としては、現行の多機能モニタ
規格IEC 60601-2-49:2001第1版を踏襲する内容となった。 
(3) 観血式血圧モニタの規格については、日本からの修正要求の意図は理解されたものの、修正の表現を巡って意見が対立し、日本
の修正要求は部分的にしか受け入れられなかった。現行の規格IEC 60601-2-34:2000第2版を踏襲する内容である。ただし、血圧
トランスデューサの使用環境条件に関する修正は、受け入れられなかった。 
(4) 経皮ガス分圧モニタ、脳波計のCDに対して、日本より提出した修正コメントは、ほぼ受け入れられた。 

3 今後の予定 
・2008年6月  Committee Draft for Vote (CDV) 発行         ・2008年12月 CDVコメント審議 
・2009年後半  Final Draft of International Standard (FDIS)発行  ・2010年前半  FDISコメント審議 
・2010年後半  改定国際規格発行                             以上 
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様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) SC 62D (半角) 

 

SC62D ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 医用電子機器 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 4 月 15 日 ～  200 年   月   日 
開 催 場 所 （国名）ニュージランド （都市名）オークランド 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ Dr. Schafer 幹事国 米国 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
14ヶ国、主な国名 米国、ドイツ、オランダ、韓国、日本、参加人数（44） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○内藤正章（日本光電）、佐久間一郎（東京大学） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 背景･目的；TC 62と同時開催される定期会議であり、前回会議以降（1年半）の各MT, JWG（現在、27のグループが存在）の
活動状況の把握、問題点の検討が行われた。（注）2007年度は日本から15名のエキスパートを海外のMT, JWG会議にに派
遣した 

 
成果；IEC 60601-1第三版対応の個別規格のメインテナンスが活発に行われており、個別規格の７５％ほどは順調に進んでいる。 
メインテナンスでIEC 60601-2-31（対外式ペースメーカ）などは発行されたが、日本のエキスパートが参加しているグループ
の多くはCDVまたはCDでの検討が行われている。  
ISOとのジョイントで進められているプロジェクトはたいへん良好な関係で進んでいる。例えばJWG7（非観血血圧計）では、
3つの規格の検討を行っている。①ISO 81060-1（非自動血圧計）昨年11月19日に発行済み ②IEC/CDV 80601-2-30（自
動血圧計）10月12日締め切りで投票が行われ、承認された。 ③ISO/WD 81060-2（自動血圧計Clinical validation）日米欧
での基準を整合させるのは、多くのことを行わなければならない。NWIPは承認され、今年1月の会議で、CDとなり、タン
パで審議された。ここでの修正をしてCDVとして発行される予定である。 
Dr. Neulder(ドイツ MT22ほか2つの主査を担当)はセクレタリーのAAMIより、規格作成の責任とそのリーダーシップに
対し、表彰のたてが送られた。 
 
問題点；個別規格のメインテナンスに関しては、全体の２５％に遅れ、2～３規格は手付かずの状態であり、これらをプッシュし、
前進させることが課題である。まったく動いていなかったMT 26(筋電計）の主査Dr. Buusにメインテナンス活動の開始を要
請し、会議後早速動き出したという事例もある。 
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様式 ４ 

会 議 名 ( 半 角 )               区      分 組織番 
(TC/SC/TA) SC62D/MT17 (半角) 

 

SC62D/MT17 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 医用電子機器 / 高周波手術器 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 4 月 8 日 ～  2008 年 4 月 10 日 

開 催 場 所 （国名）ニュージーランド （都市名）オークランド 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ Jeffrey Eggleston  (米国) 幹事国 米国 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
8ヶ国、主な国名 米国、ドイツ、カナダ、UK（ウェールズ、イングランド）、オーストリア、ブラジル、
日本、参加人数（13） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○三堀貴司 市川義人 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 
 1.背景と目的 

以下の審議事項に関する審議・検討の為、主題会議に出席した。主な審議事項は以下に記す通りである。 

① IEC60601-2-2 Ed5 CDV文書（62D/660/CDV）に対する各国コメント審議、並びに方向付けの整合。 

② IEC61289-1/2（オペレーションとメンテナンス）テクニカルレポートのアメンドメントに向けた審議。 

③ その他（主にEMC関連規格動向に関するオープンディスカッション） 

2.成果及び課題 

①IEC60601-2-2 Ed5 CD各国コメントに対する審議結果 

 CDVに対する各国コメント総数214事項の内、主にテクニカルコメントに対する審議を実施、完了。日本からは質問事項二項目を含む13事項のコメント

を提案。指摘修正事項については承諾された。今回の会議で決定された事項の内、特筆すべき点を以下に記す。 

I) 高周波手術器に関する個別基本性能は、本個別規格に於いて要求しない事で合意された。 

II) EMCエミッション要求事項に於いて、クラス分類に対する要求事項を削除する事で合意された。 

III) イミュニティ試験の出力偏差に対する要求事項、試験方法が変更される事になり、リスクマネジメントに委ねられる事で合意された。 

（補足説明） 

I) 安全通則の定義、EMC規格（副通則；IEC60601-1-2）との整合性、実際の試験実施に関わるフィージビリティを勘案して、最終的には現CDVに挙げた

６項目（対極板モニター、神経筋刺激、低周波漏れ電流、スイッチセンサー、出力設定の確度、意図しない高周波出力の作動）については基本性能で

はなく、基礎安全（Basic Safety）であるとの認識で合意した。故に、基本性能に関わる要求事項は本個別規格内では特に要求せずに、最終的には製

造業者のリスクマネジメントに委ねる事で合意された。 

II) 最新のCISPR11の改訂CDV（CIS/B435/CDV；一度反対多数で棄却された後に、再度作成されたCDV原案）では電気メスに対する個別要求事項

は削除され、実質的にClass分類に対する要求も削除されている。この規格との整合性を図る為にEd5 要求事項からClass分類に関する要求事項を

削除する事を提案し、了承された。 

III) Ed4からイミュニティの試験方法、判断基準が改訂されたが、実際の試験工数や実効性については疑問があった。今回、本試験方法、及び判断基準が

再度見直され、最終的にリスクマネジメントに委ねる事で合意された。 

②IEC61289-1/IEC61289-2テクニカルレポートアメンドメントについて 

 本件については、来年度の国際会議での主要審議事項とする事で合意された。ドラフト原案に対する事前審議が各国 MT メンバー間で十分に実施でき

ていない（ドラフト配布が国際会議直近であった為）事、並びにConvenorから当面はIEC60601-2-2 Ed5の早期制定にプライオリティを置く事が提案され、

MT17メンバー間で合意された為。 

③その他；EMC関連：CISPR11レポートについて 

 CISPR11第5版CDV（CIS/B/435/CDV）では、高周波手術器の作動中に於ける雑音端子電圧のリミットについては”検討中”との注釈が削除される事に

なった。これ迄の国内外MT17メンバーの働き掛けが実り、実質的に CISPR11 第5 版以降の改定に於いても高周波手術器に対する作動中の雑端リミッ

トについては要求されなくなる可能性が高くなった。 

3．今後の日程 

次回会議は4/21～23＠バンクーバーにて開催予定。主要審議項目は上述の通り、IEC61289-1/IEC62189-2テクニカルレポートに関する審議。 

以上 

（報告者記載）予算番号：H20SC62D⑤ 
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様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) SC62D (半角) 

 

SC62D/JWG10 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 医用電子機器 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 4 月 23 日 ～  2008 年 4 月 25 日 
開 催 場 所 （国名）米国 （都市名）ワシントン 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ Dr. Colburn 幹事国 米国 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
8ヶ国、主な国名 米国、英国、フランス、ドイツ、日本、参加人数（32） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○内藤正章（日本光電） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 背景： 
ISO 594－1およびISO 594－2で規定されたルアーコネクターが医療のいろいろな用途で使われてきたため、誤接続のより、
静脈ラインに空気を注入したり、栄養剤を入れたいし、患者が死亡する事故が世界で発生している。これらの問題を解決する

ために、SC62Dと ISO/TC210でジョイントでWGを作って検討することとなった。昨年9月にロンドンで第一回の会議が
行われ、この種のコネクターの誤接続防止する基本的な考え方をまとめた規格（パート1）と5つの適用側面の個別コネクタ
ー（パート2～６）を決めるということになった。すでに欧州で検討されていた15546－1のテキストを見直し、パート1の
CDにすることとした。 
目的： 
血管系は今までのルアーコネクターを使うこととし、それ以外の5つの分野には互換性のない（非互換性）コネクターを決め
る。最終的には6つの規格を作る。 
成果： 
ほとんどは、パート1のISO/CD 80369-1（医療における液体およびガスの小口径コネクタ－パート１： 一般要求事項）の検
討に費やされた。行政、製造業者、使用者（病院関係者）からさまざまな意見が出され、とてもまとまる状況ではなかった。

主査のDr. Colburn(FDA)は、これらの多くの意見、問題点をまとめ切れなかった。大きな問題は、リスクマネジメントは適切
か？、非互換性に関する試験をどうするか、設計と開発をどう規定するか？であり、これらはタスクグループで検討し、6 月
のはじめまでテキストを見直し編集委員会（前回のCD作成のとき編成）に提出し、2CDを作る。2CDを出し（3ヶ月投票）
次回さらに検討することとなった。 
パート２（ガス、呼吸系のコネクター）のNWIが各国の投票のより承認された。これについても、driving gasesとはどの範
囲か？という入り口のところで議論が紛糾した。欧州側はrespiratoryに限定すべきという主張があり、米国からは、ネブライ
ザーがルアーにつながる、いろいろなものを含めるべきとのことで平行線をたどった。結局ブレーンストーミングのようなか

たちになってしまった 
問題点： 
現在 医療の現場で使われているコネクターを大幅に変更しようというものであり、変更した際のリスクまで議論となりまだ

まだ意見の一致は難しく、まだ紆余曲折がありそうである。 
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     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台3-11（三井住友海上別館ビル）  Tel：03-3518-6435 Fax：03-3295-8727 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC80 (半角) 

 

WG14 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 固定局/航法支援AIS 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 3 月 10 日 ～  2008 年 3 月 14 日 
開 催 場 所 （国名）ドイツ （都市名）ハンブルグ 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ Alan Stewart/Peggy Browning 幹事国 UK 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
9ヶ国、主な国名 日本、米国、UK、スウェーデン、ドイツ、カナダ、ロシア、ノールウェー、オーストリ
ア、参加人数（16） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○古山 賢二（日本無線）、○矢内 崇雅（沖電気工業） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 １ 背景：AISのPIセンテンスに関するWG6での検討内容の確認とLiaison Notesの作成、Non-ship AISとIMO MSC83
にてPSが採択されたAIS-SARTの規格化作業の推進を図り、AIS環境の整備を実施する。 
２ 目的：2008年 1月のWG6での Outputとして、AIS 基地局及び航路標識局等に PIセンテンスに対応する IEC61162-1 

PAS103のCDに関するLiaison Notesの作成。IEC6320-1 Addendumの作成とAIS-SARTに関する開発スケジュールの整
合とCDの作成を行う。 
３：成果：（１）IEC61162-1 PAS103はNon-ship AISに関するPIセンテンスのバックボーンとなる規格であることから、一般要
件、技術要件等20項目以上渡っての記述の修正が必要であるとして、WG6へのLiaison Notesを作成した。 
 （２）IEC62320-1 Ed.1 AIS Base-stationに関する修正箇所と修正内容を明確にしたAddendumを作成。Editorialな修正を行
って、TC80 Secretaryに提出することにした。本Addendumはメーカでの機器製造に関係する内容であることから、各方面
から早急な対応を求められていた。 
 （３）ITU-R M.1371-1の改訂によりAIS Base-stationとしての機能向上が必要となってきた。このためIEC62320-1について
のメンテナンスを実施するための検討を開始した。検討項目は、①PIセンテンスの拡張と新センテンスの開発、②無線部分に関
する試験手順、方法の見直し、③新VDLメッセージ対応の機能向上及びAIS-SARTへの対応等である。 
 （４）IEC61993-2 Ed.2の改定作業は2007年8月のCanberra会議にて2008年当初でのCDV回章とのスケジュールが合意
されていたが、TC80 Secretaryからのコメントへの対応が遅れたため、2008年5月のSan Diago会議にてSecretaryコメント
のResolutionを確認後にCDV回章手続きを推進することになったが、IEC61097-14 Ed.1のCDV回章が2008年中には行う
必要性があることから、AIS-SARTの組み込みを考慮すると本IOEC61993-2 Ed.2のCDV回章が適切な時期かも合せて議論
が行われることになる。 
 （５）2010年1月1日からのSOLASA対応の新造船に搭載が可能となるAIS-SART IEC61097-14 Ed.1に関するCD検討が
開始した。今後の開発スケジュールは、①2008年5月～6月にてか海上実験、②8月のEdingbough会議にてCDの0次案を作
成、③10月のKoblentz会議を経て、2008年中のCDV回章を予定した。 
４ 今後の会議予定：次回会議は8月11日～スコットランド Edingburgh 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC80-②（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 3 月 18 日 

（報告者記載）整理番号：H19TC80⑮ 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 矢内 崇雅  報告書作成者氏名： 田北 順二 （会社名）日本無線（株）  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台3-11（三井住友海上別館ビル）  Tel：03-3518-6435 Fax：03-3295-8727 
                                      (TSC-06様式 2007.7) 

 
 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC80 (半角) 

 

WG13 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 航海関連情報表示 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 3 月 10 日 ～  2008 年 3 月 12 日 
開 催 場 所 （国名）英国 （都市名）ロンドン 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ Mr. J.Ryan 幹事国 米国 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
4ヶ国、主な国名 英国、米国、フィンランド、日本、参加人数（8） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 田北 順二（日本無線） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 １．背景   
    船舶に搭載される表示機器に対する規格検討、作成ＷＧである。 
２．目的 

    IEC 62288 Ed1 CDVに対するResolution meeting. 
３．審議内容、結論 
1) 各国から寄せられた200以上のコメントの中から重要なものについて審議し、IEC 62288 FDIS案が作成された。主な審議
点は次のとおり。 
a)英国のコメントによりAnnex E（航海関連情報表示関係資料）は削除されることになった。Annex G （チャートデータ
ベース）は、IEC 61174 Ed3と重複する内容であるため、事務局が取り扱いを検討することになり、Annex H（関連規格
とのクロスリファレンス）は、内容に矛盾があるため、削除されることになった。 

 b) 4.3.1.1 Readability（解読性）の試験で、レーダやチャート表示に要求されるコントラストの試験は、米国等より必要と
の意見はあったが、ドイツのコメントにより削除されることになった。 

 c) 4.4.1.2 Colour and intensity test(色と強度試験）及びAnnex D D.6について、色試験の項目D.6をNormativeにすべき
との意見があったが、Annex Dは、ガイダンスであり、D.6のみをNormativeにすることは困難との事務局の意見があ
り、現状のままにすることになった。また、色試験を現在のIEC 61174 Ed2での試験方法のようにDAYのみにすべきと
の日本のコメントが採用され、DUSK, NIGHT での色試験が削除された。 

 d) Annex Aのシンボルは、IEC 62388 Ed1のシンボルに置き換えることになり、また、ドイツコメントにより、シンボル
色の例を示すテーブルが追加された。 

2) 今後の予定 
  事務局がIEC 62288 FDIS案の内容を確認した後、IEC中央事務局へ送付されることになった。 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC80-③（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 5 月 14 日 

（報告者記載）整理番号：H20TC80① 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 矢内崇雅  報告書作成者氏名： 矢内崇雅 （会社名）沖電気工業（株）  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台3-11（三井住友海上別館ビル）  Tel：03-3518-6435 Fax：03-3295-8727 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC80 (半角) 

 

WG4A ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） GNSS(全地球的航法システム) 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 4 月 15 日 ～  2008 年 4 月 16 日 
開 催 場 所 （国名）ノールウェー （都市名）トロンハイム 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ John Klepsvik 幹事国 英国 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
4ヶ国、主な国名 日本、ドイツ、ノールウェー、英国、参加人数（5） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○田北 順二（日本無線）、○矢内 崇雅（沖電気工業） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 １．背景       
  世界のGNSS( Global Navigation Satellite System )としてGalileoシステムの運用開始が2010年とアナウンスされているこ
とから、Galileo衛星を現行の航法システムに組み込むことが IMOにて決議されたことを受けて、Galileo対応の舶用受信装置
のIEC規格開発を行うことになった。 
２．目的 
   2007年11月30日付けにて回章された80/508/CDへの関係機関/団体、及び委員からのコメント対策及びシミュレータメーカ
と検定機関を交えたテスト要件・手順の精緻化を推進し、2009年3月のCDV回章を実現する。 
３．成果 

1) Galileo衛星の打ち上げ計画は当初の予定から1年遅れで推移している模様で、2010年に4衛星でのシステム評価、2013年
までに30衛星での正式運用とのスケジュールが紹介されたが、IEC規格の開発スケジュールは予定通りの IEC61108-3 Ed.1
は2010年6月のIS発行としている。 
2)80/508/CDに対するコメントにて、Integrityに関する記述はIEC61108-1 Ed.1のGPSの記述との整合性を考慮した内容に
修正を、高出力のレーダ装置等からのInterferenceの改善提案はIMO PSに準じることで進めた。 
3) IEC TC80 WG6からのIEC61162-1対応のセンテンスに対するコメントに関して、GPSを含めたGNSSシステム全体の
の観点からGalileo衛星特有のセンテンスを避けて共通化を考慮した方向で検討し、2008年6月に開催されるWG6会議への入
力文書として、資料"NMEA0183 Interface Standards for Galileo receivers"の修正版を作成することにした。 
4) 今回の会議向けに日本からのコメント、①Timing Accuracy、②IEC61162センテンス関係、③Integrity Monitering、及び④
Interferenceに関する資料を提案。特にInterferenceに関しては次回までの検討項目とした。 
5) 現在未完成である、①Annex-B：Galileo Integrity Concept、②Annex-C：RAIMについて、及び③シミュレータによるテ
ストシナリオ、は2008年夏までに原案を作成して、回章することで合意した。 
４.今後の会議予定 
 次回会議：2008年10月27日～28日を第一候補と設定。開催場所は英国 ロンドン BSIを予定                                         



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC80-④（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 5 月 22 日 

（報告者記載）整理番号：H20TC80⑨ 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 矢内 崇雅  報告書作成者氏名： 矢内 崇雅 （会社名）沖電気工業（株）  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC80 (半角) 

 

WG7A ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 電子海図装置(ECS) 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 5 月 6 日 ～  2008 年 5 月 8 日 
開 催 場 所 （国名）米国 （都市名）サンディエゴ 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ ｺﾝﾍﾞﾅ：Bob FEATHER 幹事国 英国 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
6ヶ国、主な国名 日本、米国、フランス、ノールウェー、英国、スウェーデン、参加人数（12） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○田北 順二（日本無線）、○矢内 崇雅（沖電気工業） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 １ 背景：本IEC 62376 Ed.1は2004年5月から開発が進められてきたIEC規格であるが、関連する規格との関係で期限オ
ーバーを迎えたことから、再度の立ち上げにて規格開発を推進する。 
２ 目的：80/503/NPの投票結果にてNPとしての採択が承認されたことと、密接に関連する規格であるIEC62288 Ed.1がFDIS
段階に入ったことを受けて、IEC 62376/CD内容の精緻化を図り、CDV案を作成する。 
３ 成果： 
１）80/525/RVNにてIEC 62376 Ed.1 "Electronic chart systems (ECS) for small craft and non-SOLAS convention craft"
と題したIEC規格を開発が承認されたことを受けて、80/503/NPにて添付されているCDとそれに対するコメントにより、CDV
開発を目指すことになった。また、本ECSは3種類のクラス（Class-A、Class-B、Class-C）を持っていることから、それぞれ
の適用要件と以下に記載するIEC規格との整合を図りつつ、内容の精緻化を行った。 
 （１）航海関連情報表示を規定しているIEC 62288 Ed.1の要求仕様に対するそれぞれのクラスでの適用の可否を明示したリ
ファレンス表（必須：X、必須ではないが組み込む場合はテスト要求：－、要求しない：N/A）を完成させた。 
 （２）本ECS装置は小型船、non-SOLAS船舶が対象と云えども、IEC規格の装置であることから一般環境条件を規定して
いる IEC 60945 Ed.4に準じる必要があるとの考えで、各クラスのECS装置に対するその適用の要否のリファレンス表を
（１）項と同様な形式で完成させた。  
（３）本ECS装置のクラスAタイプはSOLAS対象船舶に搭載の IEC61174 Ed.1 ECDIS装置のバックアップ装置とし
て位置づけられているため、機能要件の対応表をAnnexに記載することにした。 

 ２）他の装置とのインタフェースはIEC 61162-1 Ed.3を基本と考えているが、IEC 61162-3 Ed.1(CDV)も使用できることの確
認が必要との事で、CDV回章までにConvenorを中心に調査をすることになったが、今回の会議にて検討すべき項目の整合が取
れたことから、ConvenorとしてはCD回章のClearn-up版の作成ができる状況になった。 
 ３）CDV回章に向けた作業として、Convenorが会議後2～3週間後に今回検討結果のCDのClearn-up版をWG7A委員及び
関係する団体・委員に回覧し、そのコメントを考慮した後、CDV（案）をTC80事務局に送付をするとした。 
４今後の予定：Convenorが考えるスケジュールは：2008年6月中にCDV回章、2008年11月：CDV締切、2009年1月：FDIS
の回章との考えであることから、CDVコメントの内容次第で、CDV Resolution会議開催の必要性をコンベナが判断すること
とし、次回会議の設定を未定とした。 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC91-①（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 6 月 6 日 

（報告者記載）整理番号：H20TC91③ 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 荒金 秀幸  報告書作成者氏名： 前嶋 和彦 （会社名）ソニー(株)  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台3-11（三井住友海上別館ビル）  Tel：03-3518-6435 Fax：03-3295-8727 
                                      (TSC-06様式 2007.7) 

 
 
 
 
 
 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 
組織番号 
(TC/SC/TA) TC91 (半角) 

 

Secretary 
Training ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 

      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  
（日本語） 電子実装技術 

      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2000 年 4 月 10 日 ～  2008 年 4 月 10 日 
開 催 場 所 （国名）シンガポール （都市名）      

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ       幹事国       

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
  ヶ国、主な国名      、参加人数（１） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○前嶋 和彦 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 4月1日付就任のTC91 SecretaryのトレーニングのためにIEC-APRCにて4月10日受講。 
 内容：*IEC organization and the IEC Central Office 
         *Roles and responsibilities of TC/SC Secretary 
         *Procedure for the technical work and IEC deliverrables 
         *Document preparation-general guidelines and good practices 
 
         *Work programme and maintenance programme 
         *EMS-expert's paticipation 
         *Meeting prepalation-AC,DA,RM 
         *RSMB 
 
         *Organization of IEC Central Office 
         *Role of IEC-APRC 
         *Major activities of Editors at the CDV and FDIS stages 
         *IEC Template ande revisable files for maitenancework 
 Secretary としての業務の理解が深まると同時にIECシンガポールのメンバーとの顔合わせが出来、今後のSecretary業務をス
ムーズに遂行できる環境が構築できた。 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC91-②（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 6 月 2 日 

（報告者記載）予算番号：H20TC91① 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 荒金秀幸  報告書作成者氏名： 梅垣淳一 （会社名）日本電気株式会社  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC91 (半角) 

 

TC91/WG2 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 電子実装技術 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 5 月 22 日 ～  2008 年 5 月 22 日 
開 催 場 所 （国名）合衆国 （都市名）アトランタ 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ D. Bergman （米国) 幹事国 日本 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
4ヶ国、主な国名 日本、米国、ドイツ、英国、参加人数（10） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 山本克己（テクノオフィスヤマモト）、○荒金秀幸（ソニー）、○梅垣淳一（NEC）、于強（横浜国立大学）、鶴田加一（溶接協

会）、前嶋和彦（TC91国際幹事）、○細川照彦（JEITA） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは1行ですが、所定欄に改行しながら最大28行まで記入できます。） 

 コンビナが空席のためバーグマン氏が代行した。日本提案の鉛フリーはんだ材料規格の新規材料追加提案は承認されMCR文書
発行へ進み、ボイド評価基準は測定方法検証のためのラウンドロビンテストを実施する。 
１）Pj#61190-1-4 ：導電性接着剤材料 
・導電性接着材料の選択と評価のスコープ案に基づき、提案可能な内容を検討する。以前からドイツが指名されているが、今のと

ころ積極的な提案はない。 
２）ボイドの評価基準 
・CDV文書（91/766/CDV）が発行された。投票締め切りは10月3日、次回のWG2でコメント審議する。 
・CCの主要なコメントのオブザベーションとCDV文書の変更内容について確認した。不適切な部分については、次回、CDVの
コメント審議時にあわせて審議する。 
・ドイツから、スコープについての修正提案があった。技術開発、プロセス改善目的と明記したいとのこと。具体的な文言案を入

手して検討する。欧州の賛成なくして成立は不可能なので、可能な範囲で修正に応じる方向で調整する。 
・ラウンドロビンテストについては、日、独、英などで実施見込み。7月中旬から各国2週間ずつで進める予定。 
３）IEC-61191s and 61192sのメンテナンス 
・はんだ付け品質基準（61191sと 61192s）の改訂に向けたアクションアイテムを確認した。主な改訂点は、鉛フリー対応と引用
文書update。コンビナからMCRが発行される見込み。日本も改訂作業を分担することを検討する。 
４）Pj#61190-1-3：鉛フリーはんだ材料の改訂とISOとのjoint meeting提案 
・日本からフロー実装用低銀鉛フリーはんだの追加提案を説明し了解が得られたので、改定手続きを開始する。なお、前回提案し

たISOとのjoint meetingは昨年11月のISO会議で否決されたため、IEC/TC91が先行して進める。 
５）有害物質の含有／非含有表示 
・関連する活動としてIEC 62486（91/642/CDV）の状況および、米国提案のPAS for J-STD-609が紹介された。 
６）次回会議 
・2008年10月16（木）：サンノゼ（米国）、2009年５月：グルノーブル（フランス）。 



（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC91-③（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中            提出日： 2008 年 6 月 2 日 

（報告者記載）予算番号：H20TC91① 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 荒金秀幸  報告書作成者氏名： 春日壽夫 （会社名）NECエレクトロニクス(株)  

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC91 (半角) 

 

TC91WG3 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 電子実装技術 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 
開 催 期 日  2008 年 5 月 21 日 ～  2008 年 5 月 22 日 

開 催 場 所 （国名）米国 （都市名）アトランタ 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ 春日壽夫 幹事国 日本 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
6ヶ国、主な国名 日本、ドイツ、英国、フィンランド、オランダ、米国 、参加人数（22） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○春日(NEC ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ：WG3 国際ｺﾝﾋﾞﾅ)、○気賀(ソニー)、○坂本(オムロン)、大島(ニチコン)、苅谷(芝浦工

大)、荒金(ソニー)、萩尾(ニホンゲンマ)、鶴田(千住金属)、山本(ﾃｸﾉｵﾌｨｽ山本)、梅垣(NEC)、○前嶋(ソニー：

TC91 国際幹事)、細川(JEITA） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

１．目的：電子実装技術にかかわる実装後の試験方法につき審議している。 
２．成果： 
●鉛フリーはんだに関する標準化提案（日本担当：7件中5件リーダ、1件共同リーダ）につき逐一審議を行なった。 
①Pj# IEC 60068-2-20(リーダ:ドイツ、共同リーダ/日本：大島)：リード付きデバイスのはんだ付け性とはんだ耐熱性試
験（91/764/FDIS：2008-04-25に回覧され、投票期限が 2008-06-27）[CDIS]  
②Pj# IEC60068-2-44 改正(リーダ：ドイツ)：はんだ付け試験のガイダンス  
・ガイダンスである IEC 60068-3シリーズとすることで提案することが決まった。 
③Pj#IEC60068-2-83（リーダ：大島）：SMDのはんだ付け性試験/ソルダペーストを用いる平衡法(91/682/CD) [1CD] 
＜Pj# IEC62137-1(リーダ :゙気賀)：表面実装部品接合強度試験方法＞ 
④Pj# IEC62137-1part3(cyclic drop test:落下試験)(リーダ：気賀):  
・91/708/CDV（2007-08-10回覧）に関する各国のコメントの検討がされ、RVCの発行手続き 
⑤Pj# IEC62137-1part4(Cyclic bending test:繰り返し曲げ試験 (リーダ：気賀)： 
・91/746/CDV（2007-11-23回覧）に関する各国のコメントの検討がされ、RVCの発行手続き 
⑥Pj# IEC62137-1part5(Mechanical shear fatigue testせん断疲労試験) (リーダ：苅谷）：(91/638/NP、91/650A/RVN) 
[ANW] 
・91/743/CDV（2007-11-23回覧）に関する各国のコメントの検討がされ、RVCの発行手続き 
⑦Pj# IEC60068-2-58(Solderability:はんだ耐熱性試験 (リーダ：大島)  
・91/732/DC(2007-09-28回覧)の各国コメントが審議され、CD文書を作成することになった。 
●新規提案の紹介（共同活動 1件、日本提案 2件のNP） 
①ウィスカ発生における外部機械的応力の研究会（リーダ：坂本、ドイツ） 
②はんだ合金の融点測定方法（リーダ:萩尾） 
③IEC62137(部品接合強度試験方法)ガイダンスドキュメント（リーダ：日本） 
●TC91WG3-TC47WG2国際合同会議 
TC91WG3(電子実装技術/測定方法)と TC47WG2(半導体/信頼性技術)との間で、共通測定方法について双方で内容・進
捗の確認をし、必要に応じて調整を図ることを目的として合同会議を行っている。 
①実装後（ボードレベル）の落下試験：ひずみゲージを用いた試験方法 
②鉛フリー表示：TC91において米国が IPCと JEDECの共同規格 J-STD-609をPASで提案 
③ウィスカ試験：TC91では既に IS発行済み、TC47では信頼性受入規格として IEC/PAS発行 
３．次回会議  
①2008年 10月 13日(月)～15(水)、米国／サンノゼ(TC91と同時開催） 
②2009年 5月の 18日の週、フランス／グルノーブル(JIC、TC47WG2と同時開催) 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC91-④（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 6 月 6 日 

（報告者記載）予算番号：H20TC91① 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 荒金 秀幸  報告書作成者氏名： 大島 寛 （会社名）ニチコン株式会社  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC 報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0065 東京都千代田区西神田 3-2-1（千代田ファーストビル南館）  Tel：03-5275-7259 Fax：03-5212-8122 
                                      (TSC-06様式 2008.1) 

 
 
 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC91 (半角) 

 

PT 62486 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 電子実装技術 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 5 月 21 日 ～  2008 年 5 月 21 日 

開 催 場 所 （国名）アメリカ （都市名）アトランタ市 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ 米国/日本 幹事国 日本 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
4ヶ国、主な国名 日本，英国，ドイツ，フィンランド，オランダ、参加人数（10） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○大島 寛(ニチコン)， 荒金 秀幸(ソニー)，○山本 克己(テクノオフィスヤマモト)，前嶋 和彦(TC91 幹事/ソニ

ー)， 春日 寿夫(TC91/WG3 コンベナ/NEC エレクトロニクス) ，細川 照彦(JEITA) 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

 目的   
  ・前回のソウル会議でPT方針として，実装済み基板のはんだ材料，材料及び電子部品の包装の 3分割の中で，実装 
済み基板のはんだ材料表示を優先して進行させる。 

 ・米国から提案の，91/767/PASに対し，欧州と協力して否決の方向とする。 
結果 
 ・潮リーダの退社に伴い，大島が新リーダに就任することを決定した。 
 ・幹事から 91/761/DCで各国NCに，3分割化の可否及び文書のStageについてのコメントを求めたが，会議時点で 
は，日本のほかにはドイツしか提出していない。締切り直前であったため，各国委員に各国のメントを出すよう要

請した。コメントの内容によっての進め方などを審議した。 
  ＋材料及び部品包装への表示は，反対が多ければドロップする。 
  ＋ドイツから，はんだ材料表示(はんだ材料規格の附属書とする提案があり，実現の可能性について検討する。 
  ＋ドイツから，実装済み基板及び材料のはんだ組成の表示を統合する提案について検討する。 
 ・91/767/PASについては，出席欧州メンバから反対であることの確認がとれた。この会議に出席していない欧州各 
国に対し，CENELECなどの場で，反対投票に向けた活動を行うことを要請した。 

問題点 
 ・91/761/DCへコメント提出国は，最終的に日独の 2カ国だけであった。各国合意の基に進める方針であったため， 
今後の進め方についての再検討が必要である。 

 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC100-①（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 6 月 2 日 

（報告者記載）予算番号：H20TC100①、予算無① 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 向井幹雄（ソニー）  報告書作成者氏名： 平川 秀治 （会社名）（株）東芝  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC 報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC 100 (半角) 

 

TC 100 AGM ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 
AV･マルチメディア･システム･
機器 TC 100 AGS/AGM会合       ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 

      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 4 月 24 日 ～  2008 年 4 月 24 日 

開 催 場 所 （国名）タイ王国 （都市名）バンコック 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ Mark Hyman 幹事国 日本 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
9ヶ国、主な国名 日本、米国、韓国、フィンランド、UK、ドイツ、他、参加人数（26） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○平川秀治(東芝)、○江崎正(ソニー)、○南典政(松下)、○伊賀弘幸(東芝)、○ 池田宏明(千葉大)、○杉浦博明

（三菱）、○野谷正明(松下)、○向井幹雄(ソニー)、○松村秀一(富士通)、○本田文雄(富士通)、○植村八潮（東京

電機大学）、○由雄淳一(パイオニア)、（AGS）小町祐史(大阪工大)、（オブザーバ）平林 光浩、鎌田ひとみ、田辺 
充 (ソニー) 

議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

 今回のTC 100 AGS/AGM会合は、TC 100 のO-Memberであるタイ国NCからの招待で開催された。タイ国NC
の要望により、AGS会議前日の 22日午後にTC 100活動全般をタイNCに関係する参加者にプレゼンを行った。 
AGM会合は、24日 9時からスタート、主な検討内容と結論は、次の通りである。 

1)組織的な状況： ポーランドがOメンバーになったことにともない、現在は Pメンバーが 20ヶ国、Oメンバーが
20ヶ国であると報告された。また、TA2 TAMを池田先生から三菱電機 杉浦さんに交替すると報告され、了承さ
れた。 

2) SMB関連： AGS報告に対して、SMBは IPTVをTA 5の案件として扱うようにコメントされていたが、AGSで
検討していくことが確認された。 

3) 1906 Award：受賞者候補は Jukka Alve氏、香西氏、Kwang-Mo Jung氏、吉岡氏、Glen Stone氏の５名である。 
4) Electronic Collaboration Tool：FTPに代わる新しいツールが使用可能になり、TA 5で活用を始めた。各TAで使
うことができる。AGS, AGMのフォルダーは両メンバーがアクセスできるよう設定することにした。 

5) PAS手続きの変更：従来PASは過半数の賛成で発行でき、同時にProgram of workに登録されることになってい
たが、NPが Expert不足で成立しない場合の抜け道として利用されていた。これを防ぐために、PASで発行した
後、IEC規格化する場合は、改めてNPを提出しなければならなくなった。 

6) リエゾン関連：新リエゾンの SC 86Aは、TA 4、TA 9が関係しそうなことから、両TAのTAMであるEd Barrett
氏に回答文書を用意してもらう。VQEGは由雄さんがリエゾン代表者として了承された。VQEGは ITU-T SG 9
が主体だが、SG 9の正式組織ではないため、Dependencyとしてリストに記載することとした。 

7) JTC 1/SC 25関連：IGRS関連のFDISが SC 25から送付された。TA 9で検討することとした。 
8) TC 100 Fast Standardization Procedureの適用：Portable video encoding specification for interoperability 

Project の設置については合意されたが、内容の検討期間が短すぎるとの意見があり、議論の結果、コメントと
Expertを求める期間を 2ヶ月延長することとした。AGMとしては、TC 100 Fast Standardization Procedureを
適用するPotentialがあることを認め、その適用については、Project teamでの議論に委ねることとした。 

 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC100-②（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中               提出日： 2008 年 4 月 29 日 

（報告者記載）予算番号：H20TC100② 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 向井幹雄  報告書作成者氏名： 小町祐史 （会社名）大阪工大  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC 報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
                                     

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC100/AGS (半角) 

 

TC100/AGS ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
TC100/AGM ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） TC100戦略諮問会議 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 4 月 23 日 ～  2008 年 4 月 24 日 

開 催 場 所 （国名）タイ （都市名）バンコク 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ 小町祐史 幹事国 日本 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
3地域、主な地域名 北米(1), ヨーロッパ(4), アジアパシフィック(3) 、参加人数（27） 

(注: TC100/AGSへの参加は, 国ではなく, 地域からの代表による。) 
日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

○小町祐史(大阪工大), 平川秀治(東芝), 由雄淳一(パイオニア), 向井幹雄(ソニー), 伊賀弘幸(東芝), 南典政(松
下), 松村秀一(富士通), 池田宏明(千葉大), 江崎正(ソニー)，本田文雄(富士通)，野谷正明(松下) 

議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

TC100のスコープ内の新技術に関して次の議論と決定を行った。 
1. PACT報告対応 
(1) TC100 object identification and classificationに関するTRを，既存のTA，TC100直下のPTおよびGMTのサ
ポートのもとに, stage 0プロジェクトとして開発することを池田先生に要求する。  

2. 前回案件のフォロー 
(1) BIFS(binary format for scenes)を用いたT-DMBの Interactive data servicesが紹介され，既存のT-DMBプロジ
ェクトに新パートを追加する今後の議論のために，TA1のエキスパートに文書 100/AGS(Secr.)308を配布する。 

(2) Network configurationに関するNP案をレビューし，日本に対してこのNP提案を行うことを求める。 
(3) IETFのSecurity方策をTC100に適用できるかどうかを調べるアドホク調査グループを，AGMと協議してTC100
に組織する。アドホクグループは，次のAGS会議に調査結果を報告する。(翌日のAGMにおいて，アドホクグルー
プのリーダとして由雄さんが指名され，参加メンバの招集が求められた。)  

(4) IPTV systems/equipmentの標準化について IEC/TC100と ITU-Tとの今後の作業分野のオーバラップが懸念され
るため，SMBに対して IPTVに関する調整グループを組織することを勧告する。  

3. 新規案件 
(1) マルチメディアアーカイブ，特にオーディオアーカイブの標準化提案に対して，アーカイブの標準化には多くの活
動があるので，JEITAに対してその活動を公開して関連する標準化活動を充分に把握することを推奨する。 

(2) Home network機器に関する待機電力の削減に関する要件を受け，その要件を満たすNPを提案することを 
韓国に要求する。 

(3) エネルギ効率化と回復可能資源に関する IEC SMB SG1の報告を受け，IEC SMB SG1の活動には今後もAGSと
して関与することを確認した。 

(4) TC100としてのエネルギ効率化への多くの要件があることを考慮して，AGMと協議してTC100にアドホク調査グ
ループを組織して，適切な優先順位でのこの要件の充足を検討する。この energy efficiencyアドホクグループは，次
のAGS会議に調査結果を報告する。(翌日のAGMにおいて，この energy efficiencyアドホクグループのリーダとし
て平川さんが指名され，彼に対して参加メンバの招集が求められた。) 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC100-③（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中               提出日： 2008 年 5 月 29 日 

（報告者記載）整理番号：H20TC100⑧ 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 向井幹雄  報告書作成者氏名： 古川雅通 （会社名）(株）ケンウッド  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC 報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

  

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 
組織番号 
(TC/SC/TA) TC100/PT 61606-3 (半角) 

 

TC100/ PT 
61606-3 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 

      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
名  称  
（日本語） 

デジタルオーディオ測定方法  
パート３ プロフェショナル用
途 

      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 

      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 5 月 18 日 ～  2008 年 5 月 18 日 

開 催 場 所 （国名）オランダ （都市名）アムステルダム 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ Jhon Woodgate 幹事国 日本 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
3ヶ国、主な国名 UK, Germany, 日本、参加人数（9） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 由雄淳一（パイオニア）、蔭山恵、川村明久、江島直樹（松下）、白柳亨（ドルビー）、○古川雅通（ケンウッド） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

 PT 61606-3 
このプロジェクトはプロフェショナルオーディオ業界用のデジタルオーディオ測定方法の規格であるが、今年の3月に、
CDVがNegative Comment無しで承認されたので、ほぼ最終段階に来た。 
今回の会議の主目的は最終のエディトリアルチェックを行い、IEC61606-3のFDIS文書の作成を行うことにあった。 
会議の概要は以下の通りである。 
1 各委員の自己紹介 
  参加者の自己紹介の後、本プロジェクトのエキスパートである Ian Dennis氏が欠席であったため、代理をAESの 
  Mark Yonge氏が務めることが承認された。 
2 会議の議題承認 
  本プロジェクトのこれまでの経緯説明と本会議の主目的が説明され、本会議の議題が承認された。 
3 IEC規格化の状況報告 
 CDV(国際規格原案)が 2008年 3月に反対意見無しで承認されたことを報告。 
 CDV文書に関して、通常通り IEC事務局でエディトリアルチェックが実施されたことも併せて報告された。 
4 FDIS(最終国際規格案)文書審議 
 この IEC事務局の指摘内容を反映したものと、事務局の指摘が適切で無い部分を修正した案がプロジェクトリーダー 
 から提案あり、その説明がなされた。 
 これはそのまま承認され、同修正文書をFDISとして提案することも承認された。 
5.今後の予定 
 2008年 5月末：FDIS (最終国際規格案)文書を IEC事務局へ提出。 
 2008年 10月：IEC文書発行。 
 2008年 11月：プロジェクト会議(最終回)予定。 
 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC100-④（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中                提出日： 2008 年 6 月 5 日 

（報告者記載）予算番号：H20TC100⑫ 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 向井 幹雄  報告書作成者氏名： 白柳 亨 （会社名）Dolby Japan（株）  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC 報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0065 東京都千代田区西神田 3-2-1（千代田ファーストビル南館）  Tel：03-5275-7259 Fax：03-5212-8122 
                                      (TSC-06様式 2008.1) 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC100 (半角) 

 

TC100/PT 62574 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 
オーディオ用ゼネラルチャネ

ルアサインメント       ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 5 月 18 日 ～  2008 年 5 月 18 日 

開 催 場 所 （国名）オランダ （都市名）アムステルダム 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ 由雄 淳一 幹事国 日本 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
3ヶ国、主な国名 日本、アメリカ、ドイツ、参加人数（10） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 由雄（パイオニア）、蔭山（松下）、江島(松下)、川村（松下）、市村(ソニー)、○白柳（ドルビー）、原田（NTT）、濱崎

（NHK） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

 １．背景と目的： 
当プロジェクトは新たな複数のオーディオ規格類が持つマルチチャネルの呼称を一元化し，インタフェースやその他の

規格で統一して利用できる規格策定を目的とする。コンテンツ側である放送，映画などからユーザー側の再生環境まで

含めて検討し、長期に渡って有用な規格を策定する必要がある。 
なお同時に関連する規格である IEC 60958、IEC 61937類のMT、PTも開催した。 
 
２．成果： 
NPをもとに新提案を検討し策定するC D内容を確認した。以下詳細。 
日本から提案があり検討した。提案は各チャネルのより一般的な名称への修正と bottomのアサインメントを他のレイ
ヤーのように増やすべきか否か、というもの。 
Dolby のアサインメントは基本的に SMPTE428M にて規定されているチャンネルがサポートできていれば問題なく

NPのドラフト内容でよい。DTSのアサインメントはSMPTE428Mに独自のチャンネルを少々追加しているが、これ
らもNPのドラフトでカバーされており問題ない。ともにチャネルアサインメントの名称は一般名称で問題ない。 
bottom のアサインメントの検討について。NHK が行った試聴実験では bottom のチャンネルの位置識別は middle, 
upper のチャンネルと異なり認識が困難であったとのことで、bottom 6chを追加しなければいけないという必然性は
感じらず、実用的にこの 6chは不要、という報告がなされた。これについて反対意見はなし。 
また SMPTEの委員でもある濱崎委員から『チャンネルアサインメントについてはSMPTE DC28でも話が進んでいて
SMPTE2036-2で規格化される方向』、『当 Project委員である Fraunhoferからも新たな提案を用意している』との情
報があった。これについてはSMPTEと濱崎委員を介して情報を交換する。 
当 IEC 62574 として『最大何チャンネルに以内に収めなければいけない』という制約はないことから、NHK、
Franunhoferからの新提案を含めるか否かという判断をSMPTEの動きを鑑みながら決定していくこととした。      



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC100TA1-①（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中               提出日： 2008 年 6 月 10 日 

（報告者記載）整理番号：H20TC100TA1① 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 伊賀弘幸   報告書作成者氏名： 濵田靖司 （会社名）NEC  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC 報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC100/TA1 (半角) 

 

TC100/TA1 
 STB 消費電力
測定方法アドホ

ック会議    

ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 放送用エンドユーザ機器 
ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 4 月 22 日 ～  2008 年 4 月 22 日 

開 催 場 所 （国名）タイ （都市名）バンコク 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ TA1 TAM Mr. David Felland 幹事国 日本 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
5ヶ国、主な国名 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ,ｵﾗﾝﾀ ,゙ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ,ｱﾒﾘｶ,日本、参加人数（11） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○ 濵田 靖司（NEC）、伊賀弘幸（東芝）、平川秀治（東芝）、江崎正（ソニー）、南典政（松下） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

 IEC 62087 Ed.1 "Methods of measurement for the power consumption of audio, video and related equipment"の
TVの消費電力測定法箇所改定(Ed.2)に続いて、オーストラリアから出されたSTBの消費電力測定法の改定に際し、 
正式なMaintenance Team発足前に、4/22にBangkokでAd Hock会議が開催された。 
１・会議の目的 
アルザス会合(2007年 10月)で承認されたSTB消費電力測定方法に関し情報を共有すること、およびMCR発行後、
迅速にメンテナンスPJを遂行させる目的で、PL、EXPを交えた会議を開催した。 
２．主な議事内容 
1)米国、豪州における規制面から見たSTB消費電力測定方法についての情報提供について報告がなされた。 
米国においては CEC(カリフォルニア エナジー コミッション)の最近のアクティビティ(STB の消費電力規制を
2007-12に取り下げた等)について、豪より今後規制を設ける予定があるなどの報告があった。 

2)ワーキングドキュメント(WD)の審議 
 会議の場で配布されたワーキングドキュメントドラフトについてPLのMr.Jonesより内容説明がなされた。 
現在改定中であるEd.2における８章について、規定するSTBの範囲や、種類、動作モード、測定手順について掘り
下げたものであり、主な内容は以下。 
 ・対象 STBの範囲：(STBとしての基本的な受信機能のための)H/Wとリムーバブルなソリッドステートメモリ(メモ

リスティックやSD)を持つものとする。他のリムーバブルメディアを持つSTBは範囲外とする。 
・シンプルSTB、コンプレックスSTBそれぞれについて規定する。 
  コンプレックス STB とは消費電力が変動するものであり、接続されるネットワークに影響されるもの。シンプル

STBは消費電力が外的要因で変動しないもの。 
・動作モードの規定：  
オンモード(画像受信)、オンモード(ダウンロード)、オンモード(録画)、スタンバイモード、オフモード 

３．スケジュール 
 10月 MCR、(2009年)1月 CD、 (2009年)8月 CDV、 (2010年)2月 ISが基本同意された。 
 米国、欧州からのCD入力の協力や中国（CNISとCESI）に対して参加を促すこととなった。 
 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC100TA4-①（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中               提出日： 2008 年 5 月 19 日 

（報告者記載）予算番号：H20TC100TA4① 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 蔭山 惠  報告書作成者氏名： 由雄 淳一 （会社名）パイオニア（株）  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC 報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0065 東京都千代田区西神田 3-2-1（千代田ファーストビル南館）  Tel：03-5275-7259 Fax：03-5212-8122 
              (TSC-06様式 2008.1) 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC100/TA4 (半角) 

 

MT 60958-3 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 
デジタルオーディオインタフ

ェース 民生用       ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 5 月 18 日 ～  200 年   月   日 

開 催 場 所 （国名）オランダ （都市名）アムステルダム 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ 由雄 淳一 幹事国 韓国 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
5ヶ国、主な国名 日本、アメリカ、イギリス、ドイツ、オランダ、参加人数（15） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○由雄 淳一（パイオニア）、○蔭山 惠（松下電器産業）、江島(松下)、川村（松下）、市村(ソニー)、 
白柳（ドルビー）、原田（NTT）、濱崎（NHK） 

議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

 １．背景と目的： 
IEC 60958-3はデジタルオーディオ伝送の基本規格で民生用圧縮オーディオ伝送規格 IEC 61937シリーズの参照規格
であり、またHDMIや IEEE1394のオーディオ伝送に conformant formatとして使われている。 
近年新たなアプリケーションが登場しその伝送のために当規格の改定が必要になった。それらは新たな圧縮オーディオ

フォーマットMPEG4 HE AAC（欧州DTV放送、ブラジルDTV放送など）、MPEG4 ALSなど、また日本の新たな
マルチチャネルLPCMアプリの伝送、そして欧州のLPCMに付加するサラウンドデータ伝送などである。 
これら提案者の参加に都合の良いこの 5月オランダで開催の AESコンベンションの場を借りて当メインテナンス会議
を開催した。 
なお同時に関連する規格である IEC 61937類、IEC 62573（チャネルアサインメント）のMT、PTも開催した。 
 
２．成果： 
日本、ドイツ、オランダの各提案者が全員参加し用意した draft amendmantの審議を行いメンバーの同意を得て CD
策定の内容を確定した。また提案どおりAmendmentにより改定部分のみを速やかに規格化を進めることを確認した。
主な確定内容は以下のとおり。 
・サンプリング周波数の拡張と伝送時の倍数係数の追加 
・CGMS-A情報の validity の追加 
・LPCM付加信号の情報の追加 
・LPCMマルチチャネル情報の追加 
残る問題として上記LPCMマルチチャネルの情報のインプリ方法を現行 IEC 60958-3が行っている従来の方法と矛盾
が無いか検討しLSIやソフトの実装に問題が無い様にすること。これを確定後CDを速やかに策定し規格化を進める。 
３．問題点：特になし 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC100TA5-①（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中               提出日： 2008 年 6 月 10 日 

（報告者記載）整理番号：H20TC100TA5① 、② 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 濵田 靖司  報告書作成者氏名： 濵田 靖司 （会社名）NEC  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC100/TA5 (半角) 

 

PT 60728-13 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
MT 60728-6 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） ケーブルネットワーク 
MT 60728-1-1,-2 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
TC100/TA5 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 5 月 13 日 ～  2008 年 5 月 16 日 

開 催 場 所 （国名）イタリア （都市名）トリノ 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ TA5 TAM Dr.Halme(Fin), 

PT60728-13Convener Mr.Matsumoto(JPN) 

幹事国 フィンランド 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
7ヶ国、主な国名 ﾌｨﾝﾗﾝﾄ ,゙ﾄﾞｲﾂ,ｲﾀﾘｱ,ﾌﾗﾝｽ,ｲｷﾞﾘｽ,ﾉﾙｳｪｲ,日本、参加人数（15） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○松本檀（日本ケーブルラボ）、 ○松本卓三（古河電気工業株式会社）、○渡辺治雄（東芝）,  ○濵田靖司

（NEC） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

   TC100/TA5および PT60728-13, MT60728-1-1,-2  MT60728-6がイタリア トリノ市の Politecnico di 

Torinoで開催され出席した。主な内容は以下の通り。 

1. PT60728-13(放送信号のFTTHｼｽﾃﾑ)の審議内容  

①RIN測定法：日本での実験レポート(WD02)を基に日独両方式を審議、測定結果はほぼ同じであるが、測

定法の簡便さに優る独方式の採用を日本から提案し合意。日本方式はAnnex (Informative)として記述

することとなった。 
②CNR配分：システム全体をSection A, B, C, Dに分割し、それぞれの区間C/Nの規定とSystem Outlet 

(SO)での所要C/N (Min. requirement)値を42dBとし、60728-1-2記述と整合させることで合意。 

   ③光波長レンジ：通信システムと共用する場合(DWDM)の放送信号波長レンジとして 1555nm±5nmを必須

とし、Video信号システムのみの場合(CWDM)はITU-T勧告 G.694.2の C-bandと L-bandの両端(1530 - 

1625nm)を推奨とすることで合意。 
④その他：  
光機器性能仕様の60728-6への移管、DVB-T COFDMｷｬﾘｱﾚﾍﾞﾙ修正,日本提案の環境条件が合意された。 

上記審議の結果、今会合でCD(Committee Draft)文書化することが決定された 

２．MT60728-1-1(双方向RFﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸ),MT60728-1-2(運用状態におけるｼｽﾃﾑ性能)の審議内容 

 各NPに対する投票により承認(100/1391, 1392/RVN)され、各国NCからのコメントに対し審議を行った。 
Part 1-1については2nd CD、Part 1-2についてはCDVを発行することとなった。 

３．MT60728-6の審議内容 
60728-13 から 60728-6 に移管することとなった FTTH 機器の性能仕様について日本提案の仕様クラス
を追加する方針で合意した。1stドキュメント作成完を10月目標で活動していく。 

４．TA5の審議内容 
 タイ・バンコクTC100/AGS・AGM会議(2008-5)報告、現在15有るPT, MTの活動状況の確認、IEC-CENELEC

間情報共有のためのコラボレーションツールの利用状況の説明が行われた。 
５．今後の予定 
次回 PT 60728-13,MT 60728-6, MT60728-1-1,-2会合は 10月にフランクフルトで、TA5会合は 2009年イスラエル 

テルアビブにて予定された。 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC110-①（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中            提出日： 2008 年 6 月 17 日 

（報告者記載）予算番号：H20TC110① 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 加藤慎祐  報告書作成者氏名： 加藤慎祐 （会社名）シャープ株式会社  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC 報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC110/WG2 (半角) 

 

TC110/WG2 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 
フラットパネルディスプレイ 
／液晶グループ       ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 

      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 5 月 23 日 ～  2008 年 5 月 24 日 

開 催 場 所 （国名）アメリカ （都市名）ロサンゼルス 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ WG2ｺﾝﾍﾞﾅ：石黒勝己 幹事国 日本 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
7ヶ国、主な国名 日本、韓国、中国、アメリカ、オランダ、ドイツ、台湾、参加人数（19） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○石黒勝己(シャープ)、○依田優治(大塚電子)、○芝原嘉彦(富士フイルム)、岩間英雄(日本 CMO)、 
岡村治男(コーニング) 

議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

 1.背景 
 ・液晶ディスプレイモジュールに関する各種測定法規格の策定審議を行う。 

2.目的 
 ・現在策定作業中の、IEC61747-6-3、IEC61747-6-2、IEC61747-5-2、IEC61747-5-3に対する審議、及び 
メンテナンスサイクルにある規格の確認を行う。 

3.成果 
(1)IEC61747-6-3(アクティブマトリクス液晶モジュールの動画ボヤケ測定法)： 
・2008年 3月 10日に韓国で開催したAd-hoc Meetingに基づき、下記の様にCDV文書へ記載することとした。 
①規格の対象範囲： 液晶モジュールに限定する。 

   ②測定系： 次の 3種とする。「Mechanical pursuing camera」「High speed camera + calculation」 
「Response wave form + calculation 

   ③評価法： 次の 2種とする。「BET」及び「PBET」 
(2) IEC61747-6-2(反射型液晶モジュール測定法)： 
・(2007年 12月)札幌会議及び(2008年 4月)東京でのHenzen氏と JEITA液晶G測定法PGとの審議内容をレビ 
ューする形で審議を行った。日本提案の「JEITA ED-2523反射型測定法における照明方式の種類と測定誤差 
要因に関する考察」の引用の件については、現在 IMID(2008年 10月)に投稿中。 

(3) IEC61747-5-2(アクティブマトリクスLCDモジュールの外観検査)： 
・PLから、2nd CD以降の修正ポイントが説明された。 

(4)IEC61747-5-3(ガラスの機械的強度と信頼性測定法)： 
    ・CDV文書に対する各国コメントに対しPLが作成したRVC、IEC Editorが修正したCDV文書、これにPLが 

修正を加えたCDV文書の 3件がPLより送付され、RVC文書を元にコメントの扱いを確認した。 
(5)メンテナンスサイクル対応：下記 2規格の見直し作業を開始することとした。 

    (5-1) IEC 61747-6(透過型液晶モジュールの測定法)：PLをHenzen氏とする。メンテナンス期限は 2010年。 
(5-2) IEC 61747-5(環境、耐久性、機械的強度試験法)：PLをMatthews氏とする。同期限は 2010年。 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC110-②（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中            提出日： 2008 年 6 月 17 日 

（報告者記載）予算番号：H20TC110② 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 加藤慎祐  報告書作成者氏名： 加藤慎祐 （会社名）シャープ株式会社  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC 報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC110/WG4 (半角) 

 

TC110/WG4 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 

名  称  
（日本語） 

フラットパネルディスプレイ 
／プラズマディスプレイグル

ープ       ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 

      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 5 月 23 日 ～  2008 年 5 月 25 日 

開 催 場 所 （国名）アメリカ （都市名）ロサンゼルス 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ WG4ｺﾝﾍﾞﾅ：篠田傳 幹事国 日本 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
6ヶ国、主な国名 日本、韓国、中国、米国、フランス、オランダ、参加人数（15） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○篠田傳(篠田プラズマ)、○打土井正孝(パイオニア)、○安藤亨(松下電器)、田中宏典(松下電器) 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

 1.背景 
・プラズマディスプレイパネルに関する各種測定法規格の策定審議を行う。 
2.目的 
・現在策定作業中の、IEC61988-2-3、IEC61988-2-4、IEC61988-3-2、IEC61988-5に対する審議、及び 
メンテナンスサイクルにある規格の確認を行う。 

3.成果 
(1)IEC61988-2-3(プラズマディスプレイのQuality測定法)： 
・2008年 2月開催のアドホック会議で審議したCDVに対するコメントを反映した原稿を確認。 

FDIS発行に進むこととした。 
(2)IEC61988-2-4(プラズマディスプレイのVisual Quality測定法)： 
・2008年 1月に締め切られた 1stCDコメントの審議（未完了分）を行った。2nd CDは 2008年秋頃の予定。 
 ◎用語・記号の用法について日本から提案した項目を審議し、概ね了解された。 
 ◎動画解像度の測定について、記述不十分な箇所の修正や、付録追加による内容の明確化を議論した。 

(3) IEC61988-3-2(プラズマディスプレイの電気的インターフェイス)： 
・CDVへのコメント審議を終了し、それらを反映した最終原稿を確認。FDIS発行に進むこととした。 

(4)IEC61988-5(プラズマディスプレイの一般仕様)： 
・CDVへのコメント（審議済み）を反映した最終原稿を確認し、FDIS発行に進むこととした。 

(5)メンテナンス対応：下記 2規格の見直しについて審議中。 
(5-1)IEC61988-2-1(プラズマディスプレイのOptical and optoelectrical測定法)： 
・既存 2規格(2-1と 2-2)を合体し、今年中のCD回付に向け審議。メンテナンス期限の 2009年への延長を決めた。 

   (5-2)IEC 61988-1(プラズマディスプレイの用語及び文字記号)： 
・用語の追加・修正審議中。今年中にCDV回付予定。メンテナンス期限の 2009年への延長を決めた。 

(6)その他 
・近々の新規提案として韓国から 1件、日本からの 2件について予備審議を行った。 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／TC110-③（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中            提出日： 2008 年 6 月 17 日 

（報告者記載）予算番号：H20TC110③ 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 加藤慎祐  報告書作成者氏名： 加藤慎祐 （会社名）シャープ株式会社  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC 報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0065 東京都千代田区西神田 3-2-1（千代田ファーストビル南館）  Tel：03-5275-7259 Fax：03-5212-8122 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) TC110/WG5 (半角) 

 

TC110/WG5 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 

名  称  
（日本語） 

フラットパネルディスプレイ 
／有機 ELディスプレイグルー
プ       ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 

      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 5 月 17 日 ～  2008 年 5 月 18 日 

開 催 場 所 （国名）アメリカ （都市名）ロサンゼルス 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ WG5ｺﾝﾍﾞﾅ：Changhee Lee 幹事国 日本 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
6ヶ国、主な国名 日本、韓国、中国、アメリカ、イギリス、フィンランド、参加人数（14） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○浅井伸利（ソニー）、○前川雄一(コダック) 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

 1.背景 
 ・有機ELディスプレイモジュールに関する各種測定法規格の策定審議を行う。 

 
2.目的 
 ・現在策定作業中の IEC62341-6-1に対する審議、及び新規プロジェクトである IEC62341-6-2、IEC62341-6-3、 

IEC62341-5-2について審議の進め方を検討する。 
 
3.成果 
(1)IEC62341-6-1(有機ELディスプレイのOptical and Electro-opticalパラメータ一)： 
・会議で投票したCDVドラフトが最終版でないことが判明し、再度最終版へのWGメンバーのコメントを集める 
こととした。日本からはEditorialな指摘を 3件行った。 

(2)IEC62341-6-2(有機ELディスプレイのVisual Quality測定法)： 
・NPが承認され、画面目視検査の欠陥分類の問題点、検査室の照度、屋外環境、指向性照明条件の問題点などに
ついて、各国からのコメント中心に審議を進めることとした。 

(3)IEC62341-6-3(有機ELディスプレイの Image Quality測定法)： 
・視野角コントラストに関する修正を行った上で、SID2008(5/18～23)終了後にNPとして提案することとした。 

(4)IEC62341-5-2(有機ELディスプレイの機械的強度)： 
  ・ガラスベンドに関する試験部分を修正し、SID2008終了後にドラフトを回覧、次回国際会議までにNPとして 
発行することとした。 

 (5)その他： 
  ・従来より審議中の IEC62341-1-1(有機ELディスプレイの一般仕様)及び IEC62341-5-1(有機ELディスプレイの 

環境試験法)については、それぞれFDISのチェック段階、CDV段階にあるが、今回の会議では審議せず。 



 

（社）電子情報技術産業協会          運営委員会・資料番号：2-3／CISPR-①（事務局記入） 
  国際標準化対応支援委員会 御中               提出日： 2008 年 5 月 26 日 

（報告者記載）予算番号：H20CISPR① 
 

国際会議出席報告書 
   
国際会議担当委員名： 玉田正信  報告書作成者氏名： 千代島 敏夫 （会社名）(株)PFU  

   
［注］： １．該当者は、出席会議終了後［６週間以内］に国際会議担当委員経由で、国際標準化対応支援委員会事務局宛ご提出下さい。 
       国際会議出席報告書の審議・承認の後に補助金を支払う。 

会議終了後速やかに提出し、直近の運営委員会にて審議・承認を受けることが望ましい。 
     ２．本報告書は、同一会議に２名以上出席の場合、代表者が提出してください。 
     ３．WG が TC/SC/TA と同時開催の場合は、WG 会議内容は TC/SC 報告に含めて報告書を提出して下さい。 
     ４．報告書の追加、訂正が生じた場合は、運営委員会開催後１週間以内に事務局に提出して下さい。 
     ５．この報告書は、手続き完了後、JEITA ホームページ「国際標準化対応支援委員会」に掲載し、会員企業への報告に替えます。 
   
国際標準化対応支援委員会事務局：(社)電子情報技術産業協会 知的基盤部標準・安全グループ 

   〒101-0065 東京都千代田区西神田 3-2-1（千代田ファーストビル南館）  Tel：03-5275-7259 Fax：03-5212-8122 

様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) CISPR SC-I (半角) 

 

CISPR_I_WG2 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 
マルチメディア機器等に関す

るEMC       ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 5 月 7 日 ～  2008 年 5 月 8 日 

開 催 場 所 （国名）イタリア （都市名）ミラノ 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ Storrs 幹事国 日本 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
12ヶ国、主な国名 英国、フランス、イタリア、デンマーク、ドイツ、米国、参加人数（40） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 雨宮 不二雄(NTT アドバンストテクノロジ(株))、秋山 佳春／NTT 環境エネルギー研究所、長部 邦廣／（株）

VLAC、羽田 隆晴(（財）日本品質保証機構)、山口 高／日本ＩＢＭ、○堀 和行／ソニー（株）、田中 信昭(富士通

アドバンストテクノロジ（株）)、○千代島 敏夫／（株）PFU 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

 背景：WG2はマルチメディア機器のエミッション規格CISPR 32を担当している。 
目的：CISPR/I/250/NP への各国からの 900を超えるコメントについて、Editing groupは、事前に検討し、その結

論を反映した草案を事前に配布した。 
成果：懸案のレファレンス測定方法へのコメントは少数であった。再度各国へレファレンスを決めるべきかどうかま

たどの測定法をリファレンスにするかのアンケートを出すことが提案されたが、反対意見がありTFにて再検
討することとなった。その他のすべての不採用のコメントについて審議し、その後メンバーからの要求により

草案の内容を含め審議した。その他のおもなコメントの結論は次のとおり。 
・基準測定法：基準測定法をどれにするかについては、各国NCにアンケートする提案がされたが、反対意見
がありTFで再考することとなった。 
・衛星放送受信用室外機の放射測定の原理および手順の記述が不十分であることが指摘され、DC文書を発行
することとなった。 
・放射最大化手順について、初期測定に限定することで合意された。 
・ISN(AAN)と電流クランプによる電流測定は、現状の AANでは期待する電流でないことが合意され、電流
測定法はAANが修正されるまで保留されることとなった。 
・測定距離の定義の明確化：回転角度によらず一定となる方向でTFで検討する。 
・最高動作周波数は、EUTのそれに限定することが合意された。 
・ GTEM/RVC への採用反対： 採用反対意見が多いため各国NCへアンケートする。 
・FARでの遮蔽効果の試験は、GPに接地されたCDNが必要なため制限事項に追記される。 

問題点：・距離の許容範囲はすべて 1%とすることが合意された。ただし、一部困難なものは再考する。今回の結果
は、6月の Editing  group によって反映され、その草案はメンバーに配布される。次回開催予定の大阪会議
で審議後次のCD又はCDVとして各国NCの意見を聞くこととなる。 
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様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) SC31 (半角) 

 

SC31/WG3/SG1 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
SC31/WG4/SG3 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 自動認識及びデータ取得技術 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
      ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 4 月 7 日 ～  2008 年 4 月 9 日 

開 催 場 所 （国名）オーストリア （都市名）ウィーン 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ WG3/SG1：J.Pfluegl,WG4/SG3：S.Halliday 幹事国 米国 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
14ヶ国、主な国名 米国、イギリス、ドイツ、フランス、韓国、オーストリア、参加人数（40） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○富岡 健（富士通）、渡辺淳（デンソーウェーブ）、○本澤純（日立製作所） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

 １．WG3/SG1 
  ・RFIDの性能試験方法及び適合性試験方法について審議が行われている。性能試験方法では、ISO/IEC18046 Part1

（システム性能試験方法）と ISO/IEC18046 Part2（リーダライタ性能試験方法）はWorking Draft検討段階に
あり、継続してAd-hoc groupにより検討を進めることが確認された。適合性試験方法では、UHF帯RFIDのエ
アーインターフェース規格 ISO/IEC18000part6改訂にあわせた ISO/IEC18047Part6_REV1のDTR投票は賛成
多数により成立。ISO/IEC18047Part7_REV1では、SAVI社がプロジェクトエディターを担当することとなり、
Ad-hoc groupを組織してWorking Draftの作成にとりかかっている。また、RTLS(Real Time Location Systems)
では適合性試験方法を定める ISO/IEC24769と性能試験方法を定める ISO/IEC24770の両者共に PDTR投票の
BRM(Ballot Resolution会議)が完了し、DTR投票へ進めることが承認された。 

 
２．WG4/SG3 
  ・RFIDのエアーインタフェース規格に関する改訂要求に対して、現在改訂審議が行われている。今回は、３件の

改訂ドラフトの投票に対するコメント等へのBRM（Ballot Resolution 会議）が中心であった。 
・ISO/IEC 18000-1に関して、改訂作業の開始をNP提案することになった。 
・ISO/IEC 18000-2に関して、SC19の変更を反映したCDドラフトを作成し、CD投票にかけることになった。 
・ISO/IEC 18000-3に関して、BRMの結果を受け、FDIS投票にかけることになった。Mode 3に関しては、現在
EPCglobalからのWorking Draftを待っている状態であり、プロジェクトを１２ヶ月延長することとなった。 
・ISO/IEC 18000-4に関して、FCDは賛成多数にてパス。BRMの結果を受け、FDIS投票にかけることになった。 
・ISO/IEC 18000-6に関して、2nd CD投票は賛成多数にてパスした。BRMの結果を 5/30までに反映し、FCD
投票にかけることになった。 
 オーストリア グラーツ大学、韓国ETRIなどから、セキュリティに関するプレゼンがあり、次回８月の会議に
て、セキュリティに関するソリューションの議論を行うこととなった。 
・ISO/IEC 18000-7に関して、センサ機能追加、仕様の不明確な点について更新したCDを作成した。AdHocに
てレビューを行い、7/1にCD投票の予定。 
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様式 ４ 

出席会議名 ( 半 角 )               区      分 組織番号 
(TC/SC/TA) SC31 (半角) 

 

SC31 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
SC31/WG2,WG4 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 名  称  

（日本語） 自動認識及びデータ取得技術 
WG4/SG1 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他 
WG4/SG5 ＴＣ ＳＣ ＴＡ ＷＧ ＰＴ その他    単独開催 同時開催 

開 催 期 日  2008 年 6 月 2 日 ～  2008 年 6 月 6 日 

開 催 場 所 （国名）カナダ （都市名）トロント 

ﾁｪｱﾏﾝ／ｺﾝﾍﾞﾅ SC31議長/C. Biss、WG2/T.Yoshioka 幹事国 米国 

参 加 国 及び 

参 加 人 数 
16ヶ国、主な国名 米国、独、仏、英、日、韓、中、露、加、南ア、参加人数（50） 

日  本  人 

出席者名（会社名） 

［○：補助対象者･･･（例）：○ 電子太郎(JEITA電子)］ 

 ○小橋一夫（JEITA）、柴田彰（ﾃﾞﾝｿｰ W）、吉岡稔弘（AI 総研）、森田信輝（METI）、渡辺淳（ﾃﾞﾝｿｰ W）、若泉和

彦（JIPDEC）、江原正規（東京工科大） 
議事概要（背景･目的･成果･問題点など）（この欄は、見かけは 1 行ですが、所定欄に改行しながら最大 28 行まで記入できます。） 

 （１）SC31：①JTC1総会からの関係事項報告、②各WGのプロジェクト進捗状況、③SC31の今年度ビジネスプラ
ン、④各国からの報告、⑤リエゾン報告が行われた。WG2に新規提案しているTR案件のCo-editorとして、日本
から若泉氏（JIPDEC）が承認された。また、WG2コンビナーの吉岡氏（AI総研）の次の 3年間のコンビナー継
続も承認された。 
（２）SG31/WG2会議：ISO/IEC 15459-7のNPがFailになった件に関して、その取り扱いを含めて審議が行われ
た。結果として、既存規格である ISO/IEC 15459-4にPackagingを取り込む修正を行う方向で妥協が図られた。
日本からNP提案したAIDCメディアへのデータ読み書きにおけるシンタックス調和に関する案件は、会議直前に
投票期限が延長され、BRMは後日電話会議で実施されることとなった。 
（３）SC31/WG4会議：各サブグループ（SG1、SG3、SG5、Regulatory）から、作業プロジェクトの進捗状況の 
報告が行われた。EPCglobal標準と関連する作業プロジェクトは、進捗に遅れが見られ、審議期間の延長が要請さ 
れている。GS1及びEPCglobalから JTC1に要請があったARO（Approved RS Originator Organization）承認 
に関する投票は、パスはしたものの、数多くのコメントが寄せられており、JTC1からコメントに対する見解を提 
出するよう指示があったため、その内容について検討が行われ、結果はSC31に報告了承された 
（４）WG4/SG1会議：今回は、ISO/IEC 15961-1：Application Interfaceと ISO/IEC 15962：Data encoding rules 

and logical memory functionsのCD投票に対するBRMに大半の時間を使用した。日本から 15962の中での割り 
当てを要求しているTag Data Profile（TDP）方式に関して、英国から修正した方式が提案され、日本は、英国提 
案を受け入れることで、TDPが 15962の中で規格化される路線を取り、結果として、TDP方式は 15962の中で 
一つのアクセス方式として確立されることとなった。 
（５）WG4/SG5会議：ISO/IEC 24729-4（Tag data security）のNP/CD投票に関するBRMは大きな問題もなく 
コメント解決が図られ、DTR投票へ進むこととなった。また、日本からは、JAISA（日本自動認識システム協会） 
が研究開発を進めてきた「RFIDリーダが人体埋め込み型医療機器（ペースメーカ等）に与える影響を測定及び 
シミュレーションする技術」に関してテクニカルレポートとしてまとめ、新たな作業項目として提案したい旨を 
紹介し、各国から多くのコメントを受け取った。 


